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令
和
７
年
度
九
州
地
区
漁

港
漁
場
大
会
が
、
熊
本
県
漁

港
漁
場
協
会
主
催
、
熊
本
県

及
び
上
天
草
市
、天
草
市
、苓

北
町
後
援
に
よ
り
、
７
月
２４

日
午
前
１０
時
か
ら
天
草
市
民

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
九
州

各
県
か
ら
５
６
２
名
が
参
加

し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

大
会
開
会
前
に
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
と
し
て
、
苓
北
中
学
校

の
生
徒
に
よ
る
「
天
領
太
鼓
」

の
演
奏
が
披
露
さ
れ
た
。

大
会
は
、
山
�
秀
典
熊
本

県
漁
港
漁
場
協
会
監
事
（
苓

北
町
長
）
の
開
会
の
こ
と
ば

で
始
ま
っ
た
。

次
に
主
催
者
を
代
表
し

て
、
堀
江
隆
臣
熊
本
県
漁
港

漁
場
協
会
会
長
（
上
天
草
市

長
）
が
開
会
あ
い
さ
つ
と
し

て
「
本
大
会
は
九
州
地
区
か

ら
の
要
望
を
決
定
す
る
大
事

な
も
の
と
な
る
。

水
産
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
様
々
な
課
題
に
直
面
し

て
い
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応

し
、
漁
業
従
事
者
が
安
心
し

て
活
動
を
継
続
す
る
た
め
に

は
、
水
産
物
を
安
定
的
に
確

保
す
る
た
め
の
漁
場
整
備
、

安
心
し
て
利
用
で
き
る
漁
港

整
備
を
継
続
し
て
行
う
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
ひ
い
て
は

漁
業
従
事
者
に
還
元
で
き
る

体
制
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に

つ
な
が
る
と
思
う
。

本
日
は
九
州
各
地
か
ら
天

草
市
民
セ
ン
タ
ー
に
一
堂
に

会
し
て
い
た
だ
き
、
心
強
い

ば
か
り
で
あ
る
。
皆
様
に
は

決
議
案
に
つ
い
て
検
討
い
た

だ
き
、
忌
憚
の
な
い
意
見
を

お
願
い
す
る
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
藤
田
仁
司
水
産

庁
長
官
の
代
理
の
中
村
隆
漁

港
漁
場
整
備
部
長
か
ら
挨
拶

が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
田
中
郁
也
（
公

社
）
全
国
漁
港
漁
場
協
会
会

長
、
金
子
恭
之
衆
議
院
議
員

（
漁
港
漁
場
漁
村
整
備
促
進

議
員
連
盟
副
会
長
）、竹
内
信

義
熊
本
県
副
知
事
、
緒
方
勇

二
熊
本
県
議
会
副
議
長
よ
り

順
次
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

そ
の
後
開
催
市
を
代
表
し

て
、
馬
場
昭
治
天
草
市
長
が

歓
迎
の
こ
と
ば
を
述
べ
た

後
、
堀
江
会
長
を
議
長
と
し

て
議
事
に
移
っ
た
。

議
事
で
は
先
ず
、
次
の
各

県
提
出
議
題
に
つ
い
て
代
表

県
か
ら
説
明
が
行
わ
れ
、
満

場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

一
、
水
産
物
の
流
通
・
生
産

の
拠
点
と
な
る
漁
港
等
の
機

能
強
化
に
よ
る
水
産
業
の
成

長
産
業
化
の
実
現
（
比
田
勝

尚
喜
長
崎
県
漁
港
漁
場
協
会

会
長
（
対
馬
市
長
））

一
、
海
洋
環
境
の
変
化
に
対

応
し
た
漁
場
整
備
及
び
持
続

可
能
な
漁
業
生
産
を
確
保
す

る
技
術
開
発
の
推
進
（
佐
藤

政
俊
福
岡
県
漁
港
漁
場
協
会

会
長（
福
岡
県
漁
連
会
長
））

一
、
漁
港
・
漁
村
・
海
岸
の

強
靭
化
と
長
寿
命
化
に
よ
る

安
全
・
安
心
の
確
保
（
市
田

惠
八
朗
鹿
児
島
県
漁
港
漁
場

協
会
副
会
長
（
鹿
児
島
県
漁

連
会
長
、
枕
崎
市
漁
協
組
合

長
））

一
、
海
業
の
振
興
に
よ
る
多

様
な
人
材
が
活
躍
で
き
る
水

産
業
と
漁
村
地
域
の
持
続
的

な
発
展
（
峰
達
郎
佐
賀
県
漁

港
漁
場
協
会
会
長
（
唐
津
市

長
））次

い
で
大
会
決
議
（
案
）

を
、
山
田
豊
隆
熊
本
県
漁
港

漁
場
協
会
副
会
長
（
津
奈
木

町
長
）
が
朗
読
し
、
同
じ
く

満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

次
期
開
催
県
と
し
て
當
銘

真
栄
沖
縄
県
漁
港
漁
場
協
会

会
長
（
糸
満
市
長
）
の
歓
迎

の
挨
拶
が
あ
り
、
田
中
郁
也

（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場
協

会
会
長
の
万
歳
三
唱
、
江
口

幸
男
熊
本
県
漁
港
漁
場
協
会

監
事
（
天
草
漁
協
組
合
長
）

の
閉
会
の
こ
と
ば
で
大
会
は

終
了
し
た
。

大
会
終
了
後
、
参
加
者
は

「
く
ま
モ
ン
」
も
参
加
し
た

ロ
ッ
ク
ハ
イ
ヤ
（
ユ
ミ
ダ
ン

ス
ス
タ
ジ
オ
）
、
牛
深
ハ
イ

ヤ
（
牛
深
高
校
郷
土
芸
能
部
）

を
鑑
賞
し
、
天
草
の
材
料
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
特
製
弁

当
を
堪
能
し
た
後
、
そ
れ
ぞ

れ
天
草
各
所
の
現
地
視
察
を

行
っ
た
。

令
和
７
年
度
北
日
本
地
区

漁
港
漁
場
協
議
会
が
、
７
月

１５
日
午
後
３
時
か
ら
新
潟
市

の
「
東
映
ホ
テ
ル
」
に
お
い

て
、
秋
田
、
山
形
、
新
潟
、

富
山
、
石
川
の
５
県
の
ほ
か

水
産
庁
、
全
国
協
会
か
ら
漁

港
漁
場
関
係
者
約
４０
名
が
参

加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

冒
頭
、
寺
尾
和
弥
（
公
社
）

新
潟
県
水
産
振
興
協
会
会
長

（
新
潟
県
漁
業
協
同
組
合
連

合
会
会
長
）の
挨
拶
の
あ
と
、

来
賓
の
的
野
博
行
水
産
庁
漁

港
漁
場
整
備
部
事
業
課
長
、

田
中
郁
也
（
公
社
）
全
国
漁

港
漁
場
協
会
会
長
が
祝
辞
を

述
べ
た
。

開
催
県
と
し
て
、
寺
尾
会

長
が
議
長
と
な
り
、
令
和
８

年
度
予
算
編
成
等
に
対
す
る

要
請
活
動
に
向
け
て
、
第
７４

回
全
国
漁
港
漁
場
大
会
に
提

出
す
る
議
題
に
つ
い
て
、
第

１
号
議
案
か
ら
第
１２
号
議
案

ま
で
、
各
提
案
県
か
ら
提
案

理
由
の
説
明
の
後
、
審
議
し

た
。
い
ず
れ
の
議
題
も
案
ど

お
り
に
提
案
す
る
こ
と
を
満

場
一
致
で
決
議
し
た
。

［
第
１
号
議
案
］
漁
港
施
設

の
防
災
・
減
災
機
能
の
強
化
、

及
び
既
存
漁
港
施
設
の
維
持

・
保
全
の
計
画
的
な
促
進

［
第
２
号
議
案
］
共
同
利
用

施
設
の
再
整
備
に
あ
た
っ
て

の
助
成
制
度
の
拡
充

［
第
３
号
議
案
］
漁
港
・
漁

村
に
お
け
る
漁
業
後
継
者
の

育
成
や
定
住
促
進
等
の
取
組

と
連
携
し
た
海
業
の
振
興

［
第
４
号
議
案
］
激
甚
化
・

頻
発
化
す
る
自
然
災
害
へ
の

対
応
力
強
化
の
た

め
、
「
国
土
強
靭
化

実
施
中
期
計
画
」
の

推
進
に
必
要
な
予
算

・
財
源
を
別
枠
で
確

保［
第
５
号
議
案
］
海

業
振
興
に
よ
る
地
域

経
済
活
性
化
に
向
け

て
、
海
業
振
興
支
援

事
業
を
中
長
期
的
に

継
続
し
、
必
要
な
予

算
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
海
業
支
援
に
関
す
る

補
助
を
拡
充
す
る
等
の
制
度

の
充
実

［
第
６
号
議
案
］
漁
港
施
設

の
計
画
的
な
維
持
保
全
及
び

長
寿
命
化
の
推
進

［
第
７
号
議
案
］
沿
岸
域
・

沖
合
域
に
お
け
る
洋
上
風
力

発
電
施
設
の
建
設
に
伴
う
漁

業
の
影
響
に
つ
い
て

［
第
８
号
議
案
］
計
画
的
な

維
持
保
全
及
び
長
寿
命
化
の

推
進
の
た
め
の
事
業
制
度
に

つ
い
て

［
第
９
号
議
案
］
「
海
業
」

振
興
に
お
け
る
民
間
事
業
者

の
参
入
促
進

［
第
１０
号
議
案
］
水
産
物
供

給
基
盤
機
能
保
全
事
業
の
事

業
採
択
要
件
の
緩
和

［
第
１１
号
議
案
］
小
規
模
漁

港
に
お
け
る
漁
港
・
海
岸
の

一
体
的
整
備
に
か
か
る
制
度

の
新
設

［
第
１２
号
議
案
］
藻
場
の
保

全
・
創
造
に
か
か
る
安
定
的

な
予
算
確
保

続
い
て
、
北
日
本
地
区
の

各
協
会
の
総
意
を
示
す
た
め

の
決
議
文
が
諮
ら
れ
、
採
択

さ
れ
た
。
ま
た
、
次
年
度
の

当
協
議
会
開
催
県
は
富
山
県

に
決
定
し
た
。

議
事
終
了
後
、
水
産
庁
的

野
事
業
課
長
よ
り
、
「
漁
港

漁
場
漁
村
に
係
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
」の
講
演
が
あ
り
、

漁
港
整
備
の
課
題
や
「
海
業
」

に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事
例

を
踏
ま
え
て
説
明
さ
れ
た
。

こ
の
度
の
協
議
会
は
、
度

重
な
る
災
害
に
対
応
し
、
厳

し
い
現
状
に
あ
る
水
産
業
を

「
海
業
」
を
中
心
と
し
、
自

ら
が
創
意
工
夫
に
努
め
る
ほ

か
、
関
係
者
が
問
題
意
識
を

共
有
し
、
国
等
へ
働
き
か
け

る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い

て
、
改
め
て
確
認
す
る
有
益

な
場
と
な
っ
た
。

令
和
７
年
度
東
北
太
平
洋

漁
港
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
が
、

７
月
１０
日
八
戸
市
の
「
八
戸

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
」
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、
青
森
、
岩
手
、

宮
城
、
福
島
の
４
県
の
漁
港

漁
場
関
係
者
８６
名
が
出
席
し

た
。

冒
頭
、
幹
事
県
協
会
の
冨

岡
宏
青
森
県
漁
港
漁
場
協
会

代
表
理
事
（
風
間
浦
村
長
）

が
挨
拶
し
、
「
水
産
業
や
漁

村
が
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ

る
中
、
日
頃
よ
り
様
々
な
立

場
で
、
漁
港
、
漁
場
、
漁
村
の

整
備
や
災
害
か
ら
の
更
な
る

復
興
な
ど
に
ご
尽
力
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
す

る
。
東
北
大
学
の
研
究
に
よ

れ
ば
、
２３
年
か
ら
２４
年
に
か

け
て
三
陸
沖
の
水
温
が
平
年

に
比
べ
６
度
ほ
ど
高
く
な

り
、
世
界
の
海
の
中
で
最
大

の
水
温
上
昇
と
な
っ
た
。
東

北
太
平
洋
沿
岸
で
は
こ
れ
ま

で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大

き
な
環
境
の
変
化
が
進
ん
で

お
り
、
資
源
動
向
、
漁
場
形

成
、
養
殖
成
績
の
落
ち
込
み

等
多
く
の
影
響
を
受
け
、
基

幹
産
業
と
し
て
地
域
を
支
え

て
き
た
水
産
業
に
打
撃
を
与

え
、
そ
の
結
果
漁
村
地
域
の

人
口
減
少
に
一
層
の
拍
車
を

か
け
て
い
る
。
漁
業
者
は
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、

様
々
な
改
善
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
大
規
模
か
つ
広
範

囲
に
及
ぶ
変
化
に
対
応
し
て

い
く
こ
と
に
は
限
界
が
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状

況
に
晒
さ
れ
て
い
る
東
北
太

平
洋
ブ
ロ
ッ
ク
の
課
題
を
多

く
の
方
々
に
理
解
し
て
い
た

だ
き
、
厳
し
い
現
状
に
立
ち

向
か
う
た
め
の
情
報
共
有
の

場
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
」
と
呼
び
か
け
た
。

次
に
、
来
賓
の
中
村
隆
水

産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
長

（
新
村
耕
太
防
災
漁
村
課
長

代
読
）、
田
中
郁
也
（
公
社
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会
会
長
、

種
市
正
之
青
森
県
農
林
水
産

部
水
産
局
長
か
ら
挨
拶
が
あ

っ
た
。

議
事
は
、
冨
岡
宏
青
森
県

漁
港
漁
場
協
会
代
表
理
事
を

議
長
と
し
て
進
め
ら
れ
、
ま

ず
、
一
般
社
団
法
人
岩
手
県

漁
港
漁
村
協
会
の
山
崎
義
広

副
会
長
よ
り
、
「
第
７４
回
全

国
漁
港
漁
場
大
会
へ
の
提
言

事
項
（
案
）
に
つ
い
て
」
の

提
案
説
明
が
あ
り
、

一
、
被
災
漁
港
・
漁
場
・
漁

村
の
さ
ら
な
る
復
興
と
防
災

減
災
の
た
め
の
予
算
の
確
保

二
、
漁
港
漁
場
整
備
長
期
計

画
等
に
基
づ
き
各
県
の
実
情

を
考
慮
し
つ
つ
、
次
に
掲
げ

る
項
目
を
推
進

①
水
産
業
の
成
長
産
業
化
に

向
け
た
流
通
・
生
産
機
能
の

強
化
や
増
養
殖
の
推

進②
持
続
可
能
な
水
産

業
と
環
境
保
全
の
両

立
に
向
け
た
藻
場
造

成
な
ど
沿
岸
環
境
の

整
備
推
進

③
漁
村
の
活
性
化
と

所
得
向
上
に
向
け
た

海
業
へ
の
取
組
の
推

進と
い
う
二
つ
の
大
項

目
の
提
言
事
項
に
つ
い
て
、

満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

休
憩
後
、
新
村
防
災
漁
村

課
長
か
ら
「
漁
港
漁
場
漁
村

に
係
る
取
り
組
み
」
、
�
橋

進
吾
青
森
県
産
業
技
術
セ
ン

タ
ー
水
産
総
合
研
究
所
企
画

経
営
監
か
ら
「
青
森
県
水
産

業
の
概
要
と
試
験
研
究
の
取

組
み
」の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

最
後
に
、
来
年
の
協
議
会

開
催
地
の
宮
城
県
漁
港
漁
場

協
会
の
佐
藤
光
樹
副
会
長
か

ら
閉
会
の
挨
拶
が
有
り
、
多

く
の
方
々
の
宮
城
県
へ
の
お

越
し
を
期
待
す
る
旨
が
述
べ

ら
れ
た
。

第
７４
回
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
漁

港
漁
場
協
会
協
議
会
が
、
７

月
２３
日
福
井
市
の
「
ホ
テ
ル

フ
ジ
タ
福
井
」
に
お
い
て
開

催
さ
れ
、
滋
賀
、
京
都
、
大

阪
、
和
歌
山
、
兵
庫
、
福
井

の
６
府
県
の
漁
港
漁
場
協
会

の
代
表
者
及
び
来
賓
等
２７
名

が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
幹
事
県
協
会
で
あ

る
福
井
県
漁
港
漁
場
協
会
の

�
田
浩
樹
会
長
（
越
前
町
長
）

が
「
水
産
業
、
漁
港

漁
村
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
著
し
く
変
化

し
て
お
り
、
地
球
温

暖
化
に
よ
る
沿
岸
環

境
の
変
化
な
ど
も
加

わ
り
、
一
段
と
厳
し

く
な
っ
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。

近
年
猛
威
を
増
し

て
い
る
大
型
台
風
や

急
速
に
発
達
す
る
低
気
圧
等

に
備
え
て
、
漁
港
・
漁
村
の

防
災
・
減
災
対
策
や
、
漁
港

等
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策

を
進
め
る
と
と
も
に
、
漁
場

の
環
境
保
全
、
磯
根
資
源
の

創
出
等
、
水
産
環
境
の
整
備

に
も
戦
略
的
に
力
強
く
取
組

む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
」
と
挨
拶
し
た
。

続
い
て
的
野
博
行
水
産
庁

漁
港
漁
場
整
備
部
事
業
課

長
、
田
中
郁
也
（
公
社
）
全

国
漁
港
漁
場
協
会
会
長
（
代

読
・
森
田
正
博
常
務
理
事
）、

前
田
泰
昌
福
井
県
農
林
水
産

部
副
部
長
が
来
賓
の
挨
拶
を

述
べ
た
。

議
事
は
、
�
田
会
長
が
議

長
と
な
り
進
め
ら
れ
、
第
７４

回
全
国
漁
港
漁
場
大
会
へ
の

提
案
事
項
に
つ
い
て
、
全
６

議
題
及
び
決
議
が
、
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
６
府
県
の
共
同
提
案

と
し
て
提
出
す
る
こ
と
が
承

認
さ
れ
た
。

提
案
事
項
は
次
の
と
お

り
。

一
、
漁
港
漁
場
整
備
長
期
計

画
の
推
進
と
令
和
８
年
度
予

算
の
確
保
に
つ
い
て

二
、
漁
港
漁
場
漁
村
環
境
整

備
の
促
進
と
令
和
８
年
度
予

算
の
確
保
に
つ
い
て

三
、
漁
港
海
岸
事
業
の
促
進

と
令
和
８
年
度
予
算
の
確
保

に
つ
い
て

四
、
豊
か
な
海
の
再
生
に
つ

い
て

五
、
漁
港
・
海
岸
の
施
設
整

備
等
に
係
る
補
助
事
業
の
拡

充六
、
地
震
津
波
浸
水
対
策
の

促
進
に
つ
い
て

次
い
で
、
次
期
開
催
県
に

つ
い
て
協
議
さ
れ
、
滋
賀
県

で
開
催
す
る
こ
と
を
決
定

し
、
上
垣
雅
史
滋
賀
県
水
産

多
面
的
機
能
発
揮
協
議
会
事

務
局
長
か
ら
歓
迎
の
挨
拶
が

あ
っ
た
。

協
議
会
終
了
後
、
水
産
庁

の
的
野
課
長
に
よ
る
「
漁
港

漁
場
漁
村
に
係
る
取
り
組

み
」
、
福
井
県
高
浜
町
産
業

振
興
課
の
中
村
広
花
主
査
に

よ
る
「
高
浜
町
に
お
け
る
海

の
６
次
産
業
化
と
海
業
」
の

講
演
が
あ
り
盛
会
の
う
ち
に

終
了
し
た
。
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熊本県天草で開催

九州地区大会の様子
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福
井
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左のＱＲコードから読むことができます

北日本地区漁港漁場協議会の様子
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九
州
地
区
漁
港
大
会



全
国
水
産
都
市
三
団
体
連

絡
協
議
会
（
会
長
・
久
保
俊

幸
特
定
第
三
種
漁
港
都
市
等

・
全
国
主
要
水
産
都
市
商
工

会
議
所
連
絡
協
議
会
会
長

（
函
館
商
工

会

議

所

会

頭
）
）
は
、

令
和
７
年
度

定
期
総
会
を

７
月
１８
日
に

東
京
都
内
の

商
工
会
館
で

開
催
し
た
。

三
団
体
を

構
成
す
る
全

国
市
議
会
議

長
会
特
定
第

三
種
漁
港
協
議
会
（
議
長

会
）
、
特
定
第
三
種
漁
港
市

長
協
議
会
（
市
長
会
）
及
び

特
定
第
三
種
漁
港
都
市
等
・

全
国
主
要
水
産
都
市
商
工
会

議
所
連
絡
協
議
会
（
商
工
会

議
所
会
）
の
関
係
者
ら
約
７０

名
が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
久
保
会
長
の
主
催

者
挨
拶
に
続
き
、
来
賓
の
中

村
隆
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備

部
長
が
挨
拶
を
し
た
。

久
保
会
長
を
議
長
に
議
事

に
入
り
、
令
和
６
年
度
事
業

報
告
、
同
歳
入
歳
出
決
算
、

令
和
７
年
度
事
業
計
画
案
、

同
歳
入
歳
出
予
算
案
、
令
和

７
年
度
国
に
対
す
る
要
望
書

案
（
水
産
業
を
守
り
水
産
物

の
安
定
供
給
を
図
る
政
策
に

関
す
る
要
望
書
）
に
つ
い
て

審
議
し
、
全
て
原
案
通
り
承

認
し
た
。

続
け
て
、
中
村
部
長
が「
漁

港
漁
場
漁
村
に
係
る
取
り
組

み
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行

っ
た
。

総
会
終
了
後
、
久
保
会
長

を
は
じ
め
と
し
た
役
員
ほ
か

参
加
者
で
、
国
に
対
す
る
要

望
書
を
携
え
て
農
林
水
産
省

と
財
務
省
へ
要
請
活
動
を
行

っ
た
。
ま
た
、
会
員
市
が
選

挙
区
等
の
衆
議
院
議
員
及
び

参
議
院
議
員
４３
名
並
び
に
漁

港
漁
場
漁
村
整
備
促
進
議
員

連
盟
の
役
員
１５
名
の
計
５８
名

の
国
会
議
員
に
は
、
役
員
が

所
属
す
る
協
議
会
担
当
者
及

び
事
務
局
が
、
議
員
会
館
を

回
り
要
望
書
を
手
渡
し
た
。

宮
崎
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
�
橋
透
日
南
市
長
）

は
、
７
月
１５
日
（
火
）
午
後

１
時
１５
分
か
ら
宮
崎
市
「
宮

崎
観
光
ホ
テ
ル
」に
お
い
て
、

第
７６
回
通
常
総
会
を
開
催
し

た
。冒

頭
、
�
橋
会
長
の
挨
拶

に
続
き
、
来
賓
の
河
野
俊
嗣

宮
崎
県
知
事
、
外
山
衛
宮
崎

県
議
会
議
長
、
田
中
郁
也（
公

社
）
全
国
漁
港
漁
場
協
会
会

長
（
代
読
・
森
田
正
博
（
公

社
）
全
国
漁
港
漁
場
協
会
常

務
理
事
）が
祝
辞
を
述
べ
た
。

続
い
て
、
�
橋
会
長
を
議

長
と
し
て
議
事
に
入
り
、
令

和
６
年
度
事
業
報
告
及
び
収

支
決
算
並
び
に
剰
余
金
処
分

（
案
）
に
つ
い
て
、
令
和
７

年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び

収
支
予
算
（
案
）
並
び
に
会

費
（
案
）
に
つ
い
て
、
顧
問

及
び
参
与
の
委
嘱
に
つ
い

て
、
任
期
満
了
に
伴
う
理
事

及
び
監
事
の
選
任
に
つ
い
て

の
議
案
が
全
て
原
案
ど
お
り

承
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ

の
他
の
報
告
事
項
と
し
て
令

和
７
年
度
九
州
地
区
漁
港
漁

場
大
会
及
び
第
７４
回
全
国
漁

港
漁
場
大
会
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
り
、
通
常
総
会
を
終

了
し
た
。

ま
た
、
次
期
役
員
選
任
に

つ
い
て
理
事
会
が
開
催
さ

れ
、
�
橋
会
長
、
宇
戸
田
定

信
副
会
長
（
北
浦
漁
協
組
合

長
）
、
矢
部
廣
一
副
会

長
（
宮
崎
市
漁
協
組
合

長
）
、
吉
野
志
朗
副
会

長
（
串
間
市
漁
協
組
合

長
）
が
再
任
さ
れ
た
。

�
橋
会
長
は
「
水
産

業
を
取
り
巻
く
状
況
が

厳
し
い
中
、
舵
取
り
の

責
任
の
重
さ
を
痛
感
し

て
い
る
が
、
皆
様
の
協

力
を
得
て
し
っ
か
り
努

め
て
参
り
た
い
」
と
挨

拶
し
た
。

高
知
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
板
原
啓
文
土
佐
市

長
）
は
、
７
月
２９
日
（
火
）

に
高
知
市
内
の
「
高
知
会
館
」

に
お
い
て
第
７７
回
通
常
総
会

を
開
催
し
た
。

冒
頭
、
板
原
会
長
か
ら「
本

県
水
産
業
は
、
長
引
く
漁
獲

不
振
に
加
え
漁
業
従
事
者
の

減
少
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
を
抱
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、

最
近
の
世
界
情
勢
に
よ
り
、

物
価
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
は

高
騰
し
、
消
費
者
に
と
っ
て

も
、
漁
業
者
に
と
っ
て
も
、

依
然
と
し
て
大
変
厳
し
い
状

況
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
な
か
、
水
産
物
の
安

定
し
た
供
給
と
生
産
の
増
大

を
確
保
し
て
い
く
た
め
に

は
、
漁
港
と
漁
場
が
機
能
し
、

地
域
を
活
性
化
し

て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
協
会

と
し
て
は
、
関
係

機
関
や
団
体
な
ど

と
連
携
し
、
本
県

水
産
業
の
振
興
に

一
層
の
努
力
を
続

け
る
の
で
、
皆
様

に
は
こ
れ
ま
で
以

上
の
ご
支
援
と
ご

協
力
お
願
い
申
し

上
げ
る
」
と
挨
拶

し
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
上
田
貢

太
郎
高
知
県
議
会
副
議
長
、

高
原
裕
一
水
産
庁
漁
港
漁
場

整
備
部
防
災
漁
村
課
水
産
施

設
災
害
対
策
室
長
、
田
中
郁

也
全
国
漁
港
漁
場
協
会
会

長
、
山
下
修
高
知
県
水
産
振

興
部
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

そ
の
後
、
板
原
会
長
を
議

長
に
議
事
に
入
り
、
令
和
６

年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
、
令
和
７
年
度
事
業
計
画

（
案
）
、
収
支
予
算
（
案
）

及
び
会
費
（
案
）
の
各
議
案

を
原
案
ど
お
り
承
認
し
総
会

は
終
了
し
た
。

総
会
終
了
後
、
水
産
庁
の

高
原
室
長
に
よ
る
「
漁
港
漁

場
漁
村
に
係
る
取
り
組
み
」

に
つ
い
て
の
講
演
が
行
わ

れ
、
活
発
な
意
見
交
換
の
後

に
終
了
し
た
。

山
口
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
前
田
晋
太
郎
下
関

市
長
）
は
、
７
月
２８
日
（
月
）

１４
時
か
ら
山
口
市
の
「
Ｋ
Ｋ

Ｒ
山
口
あ
さ
く
ら
」
に
お
い

て
、
令
和
７
年
度
通
常
総
会

を
開
催
し
た
。

冒
頭
、
前
田
会
長
が
「
水

産
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳

し
い
が
、
皆
様
方
と
手

を
取
り
合
い
明
る
い
未

来
を
見
据
え
て
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
。

下
関
市
で
全
国
漁
港

漁
場
大
会
を
開
催
す
る

た
め
、
鋭
意
準
備
を
進

め
て
い
る
。
地
方
で
開

催
さ
れ
る
の
は
、
函
館

市
以
来
３
年
ぶ
り
で
あ

る
が
、
函
館
市
の
皆
様
が
、

お
客
さ
ん
が
来
て
嬉
し
い
と

言
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
印
象

的
だ
っ
た
。
地
方
を
元
気
に

す
る
漁
港
漁
場
協
会
の
大
会

で
あ
り
、
地
方
で
行
う
こ
と

の
意
義
は
非
常
に
大
き
な
も

の
が
あ
る
。
開
催
地
と
し
て

精
一
杯
お
も
て
な
し
し
た

い
。下

関
で
は
沖
合
底
曳
き
網

漁
業
で
２０
年
ぶ
り
に
新
船
を

建
造
し
、
若
い
人
た
ち
の
中

で
は
未
来
に
向
け
て
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
姿
勢
も
出
て
き
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
う
ね
り

や
、
こ
の
ま
ま
負
け
ら
れ
な

い
と
い
っ
た
気
持
ち
が
各
地

域
で
生
ま
れ
る
よ
う
頑
張
っ

て
ま
い
り
た
い
」
と
挨
拶
し

た
。続

い
て
、
来
賓
の
田
中
郁

也
（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場

協
会
会
長
、
中
村
圭
吾
山
口

県
農
林
水
産
部
理
事
が
祝
辞

を
述
べ
た
。

そ
の
後
、
前
田
会
長
を
議

長
と
し
て
議
事
に
入
り
、
令

和
６
年
度
事
業
報
告
・
収
支

決
算
・
剰
余
金
の
処
分
、
令

和
７
年
度
事
業
計
画
（
案
）

・
収
支
予
算
（
案
）
、
役
員

の
改
選
、
顧
問
の
推
薦
に
つ

い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
全
て

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
総
会
終
了
後
、
改

選
さ
れ
た
新
理
事
に
よ
り
正

副
会
長
を
選
出
す
る
理
事
互

選
会
が
開
催
さ
れ
、
会
長
に

は
前
田
晋
太
郎
理
事
（
下
関

市
長
）
、
副
会
長
に
は
池
田

豊
理
事
（
防
府
市
長
）
及
び

森
友
信
理
事
（
山
口
県
漁
業

協
同
組
合
代
表
理
事
組
合

長
）
が
再
任
さ
れ
た
。

広
島
県
漁
港
協
会
（
会
長

・
新
原
芳
明
呉
市
長
）
は
、

７
月
３０
日
（
水
）
１６
時
か
ら

呉
市
の
「
呉
阪
急
ホ
テ
ル
」

に
お
い
て
、
令
和
７
年
度
通

常
総
会
を
開
催
し
た
。

冒
頭
、
新
原
会
長
か
ら「
海

域
環
境
の
変
化
、
漁
獲
低
迷

に
加
え
、
物
価
上
昇
や
原
油

高
騰
等
で
消
費
動
向
が
大
き

く
変
化
す
る
な
ど
多
く
の
課

題
を
抱
え
て
い
る
。
水
産
業

を
魅
力
あ
る
産
業
と
し
て
次

世
代
に
伝
え
て
い
く

た
め
に
は
、
漁
港
や

漁
場
、
海
岸
の
整
備

な
ど
、
国
・
県
か
ら

の
計
画
的
か
つ
力
強

い
支
援
が
必
要
で
あ

る
旨
の
要
望
を
お
伝

え
す
る
と
と
も
に
、

今
後
も
、
会
員
の
皆

様
と
協
力
し
て
丁
寧

な
要
望
活
動
を
行

う
」
と
挨
拶
し
た
。

そ
の
後
、
来
賓
と
し

て
全
国
漁
港
漁
場
協
会
の
田

中
会
長
、
広
島
県
土
木
建
築

局
局
長
代
理
の
前
原
港
湾
漁

港
整
備
課
長
が
祝
辞
を
述
べ

た
。樋

口
組
合
長
（
深
江
漁
業

協
同
組
合
）
が
、
議
長
に
選

出
さ
れ
議
事
に
入
っ
た
。
令

和
６
年
度
事
業
報
告
及
び
収

支
決
算
及
び
剰
余
金
処
分
承

認
の
件
、
令
和
７
年
度
事
業

計
画
及
び
収
支
予
算
、
令
和

７
年
度
会
費
及
び
負
担
金
の

額
並
び
に
徴
収
方
法
が
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

総
会
終
了
後
、
意
見
交
換

会
を
開
催
し
、
盛
会
の
う
ち

に
終
了
し
た
。

愛
媛
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
中
畑
保
一
県
議
会

議
員
）
は
、
７
月
３１
日
午
後

４
時
か
ら
「
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ

ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
松
山
」
に

お
い
て
第
７８
回
通
常
総
会
を

開
催
し
た
。

開
会
の
挨
拶
で
中
畑
会
長

が
「
昨
年
は
元
日
に
発
生
し

た
能
登
半
島
地
震
や
豪
雨
を

は
じ
め
、
初
の
南
海
ト
ラ
フ

地
震
臨
時
情
報
が
発
表
さ
れ

る
な
ど
、
近
年
の
切
迫
す
る

大
規
模
自
然
災
害
に
対
す
る

備
え
を
強
め
る
必
要
が
あ

る
。
水
産
業
・
漁
村
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
閉
塞
感
か
ら
の

解
放
に
よ
り
、
水
産
物
の
消

費
や
輸
出
拡
大
を
期
待
し
て

い
る
が
、
水
産
資
源
の
減
少
、

漁
業
従
事
者
の
減
少
・
高
齢

化
に
加
え
、
最
近
で
は
ア
メ

リ
カ
の
高
関
税
政
策
な
ど
多

く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

ま
た
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ

る
甚
大
な
津
波
被
害
が

生
じ
る
恐
れ
の
あ
る
漁

村
に
お
い
て
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
水
産
基
盤

整
備
が
着
実
に
進
む
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
」

と
述
べ
た
。
続
い
て
、

中
村
隆
水
産
庁
漁
港
漁

場
整
備
部
長
（
代
理
・

染
川
洋
計
画
・
海
業
政

策
課
海
業
振
興
室
長
）
、
中

村
時
広
愛
媛
県
知
事
（
代
理

・
久
保
圭
一
朗
農
林
水
産
部

長
）
、
田
中
郁
也
（
公
社
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会
会
長
が

来
賓
祝
辞
を
述
べ
た
。

議
事
に
先
立
ち
功
績
者
表

彰
が
行
わ
れ
、
宇
和
島
市
水

産
課
漁
港
建
設
係
長
の
山
内

佑
治
氏
に
、
会
長
か
ら
賞
状

と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

中
畑
会
長
を
議
長
と
し
て

議
事
に
入
り
、
令
和
６
年
度

事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
、

令
和
７
年
度
事
業
計
画
（
案
）

及
び
収
支
予
算
（
案
）
の
議

案
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ

た
。
そ
の
他
の
議
題
と
し
て
、

第
７４
回
全
国
漁
港
漁
場
大
会

へ
の
参
加
協
力
要
請
が
行
わ

れ
た
。

総
会
終
了
後
、
染
川
洋
室

長
か
ら
「
漁
港
漁
場
漁
村
に

係
る
取
り
組
み
」
と
題
し
て

講
演
が
行
わ
れ
盛
会
の
う
ち

に
終
了
し
た
。

（
八
月
一
日
付
）

計
画
・
海
業
政
策
課
総
括

班
企
画
法
令
係
長
（
計
画
・

海
業
政
策
課
総
括
班
企
画
法

令
係
長
・
農
産
局
総
務
課
付
）

本
庄
谷
多
一
郎
▽
事
業
課
漁

港
漁
場
専
門
官
（
事
業
課
漁

港
漁
場
専
門
官
・
農
産
局
総

務
課
付
）
鈴
木
航

兵
庫
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
浜
上
勇
人
香
美
町

長
）
は
、
５
月
２２
日
（
木
）、

県
水
産
漁
港
課
と
の
共
催

で
、
多
く
の
水
産
基
盤
整
備

事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
姫

路
市
に
お
い
て
、
県
及
び
協

会
会
員
（
市
町
、
漁
業
協
同

組
合
等
）
５０
名
の
参
加
を
得

て
、
漁
港
漁
場
事
業
研
修
会

を
開
催
し
た
。

本
年
は
、
例
年
の
座
学
研

修
か
ら
現
地
視
察
の
研
修
会

に
変
更
し
、
小
寺
寿
充
県
水

産
漁
港
課
漁
港
整
備
官
の
挨

拶
で
研
修
を
開
始
し
た
。

午
前
は
、
令
和
５
年
３
月

１３
日
に
新
た
に
開
場
し
た
姫

路
市
中
央
卸
売
市
場
を
視
察

し
、午
後
は
、坊
勢
漁
業
協
同

組
合
が
運
営
す
る
漁
業
見
学

＆
体
験
ツ
ア
ー
を
活
用
し
た

第
八
ふ
じ
な
み
（
漁
業
体
験

見
学
船
）
に
よ
る
海
上
視
察

を
行
う
と
と
も
に
、
姫
路
農

林
水
産
振
興
事
務
所
に
よ
る

妻
鹿
漁
港
の
大
型
浮
桟
橋
整

備
事
業
の
説
明
を
受
け
た
。

中
央
卸
売
市
場
視
察
に
お

い
て
は
、
新
市
場
の
特
長
で

あ
る
①
外
気
の
遮
断
に
よ
る

品
質
・
衛
生
管
理
体
制
の
強

化
、
②
入
荷
か
ら
出
荷
ま
で

の
適
正
な
温
度
管
理
、
③
施

設
の
集
約
化
な
ど
に
よ
る
場

内
物
流
の
効
率
化
な
ど
の
説

明
を
受
け
、
卸
売
場
棟
の
青

果
や
水
産
関
係
の
施
設
を
見

学
し
た
。

ま
た
、
第
八
ふ
じ
な
み
に

よ
る
海
上
視
察
で
は
、
定
置

網
漁
業
の
網
揚
げ
状
況
や

「
第
２
の
鹿
ノ
瀬
構
想
」
の

一
環
と
し
て
整
備
さ
れ
た
大

規
模
石
材
礁
の
３
Ｄ
ソ
ナ
ー

に
よ
る
見
学
を
行
い
、
参
加

者
は
熱
心
に
モ
ニ
タ
ー
を
視

聴
し
質
問
す
る
な
ど
、
大
変

有
意
義
な
研
修
と
な
っ
た
。

説
明
者
は
次
の
通
り
。

①
姫
路
市
中
央
卸
売
市
場
の

概
要
に
つ
い
て

姫
路
市
農
林
水
産
環
境
局

中
央
卸
売
市
場
（
業
務
担
当
）

課
長
補
佐

森
田
邦
裕
・（
跡

地
担
当
）
主
任

土
井
隆
史

②
第
八
ふ
じ
な
み
（
漁

業
体
験
見
学
船
）
の
海

上
視
察
に
つ
い
て

坊
勢
漁
業
協
同
組
合

上
田
章
太

③
妻
鹿
漁
港
整
備
事
業

に
つ
い
て

兵
庫
県
中
播
磨
県
民

セ
ン
タ
ー
姫
路
農
林
水

産
振
興
事
務
所
漁
港
課

長

松
村
俊
宏
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第
７８
回
通
常

総
会
を
開
催

総
会
と
要
請
を
実
施

愛媛県協会の総会の様子

全全
国国
水水
産産
都都
市市
三三
団団
体体
連連
絡絡
協協
議議
会会

愛
媛
県
漁
港
漁
場
協
会

役員で庄子賢一農林水産大臣政務官へ
要望書を手交

漁
港
漁
場
事
業

研
修
会
を
開
催

第
７７
回
通
常

総
会
を
開
催

兵
庫
県
漁
港
漁
場
協
会

挨拶する板原会長

高
知
県
漁
港
漁
場
協
会

漁 港 漁 場 月 報

第
４２
回
通
常

総
会
を
開
催

広島県協会の総会の様子

第
７６
回
通
常

総
会
を
開
催

広
島
県
漁
港
協
会

宮崎県協会の総会の様子

宮
崎
県
漁
港
漁
場
協
会

令
和
７
年
度
通

常
総
会
を
開
催

山口県協会の総会の様子

水水水水水
産産産産産
庁庁庁庁庁
人人人人人
事事事事事
異異異異異
動動動動動

姫路市中央卸売市場の活魚水槽
を見学する様子

山
口
県
漁
港
漁
場
協
会
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